


















































































































































co.jp/byline/iderumi/20180417-00084086/>accessed on May 3rd 2018. 井出留美「「月120万の廃
棄」「もったいないから食べてたら８キロ太った」コンビニオーナー２名に聞く」<https://













ガイド情報開示書面 <http://fc-g.jfa-fc.or.jp/misc/pdf/120-3.pdf> accessed on May 3rd 2018.
17　ローソンの2016年度の総店舗数は１万3111店舗である。JFA フランチャイズ・ガイド情















































　まずはセブン - イレブンである。「セブン - イレブンの横顔 2017-2018」18で公
表されているデータに従って、分析を行う。もっとも、各コンビニ本部は、商
品の仕入原価を公表していない19し、商品ごとに異なるものであるから、その
18　セブン - イレブン・ジャパン「セブン - イレブンの横顔 2017-2018」<http://www.sej.





























20　永沢透「「仕入れ値を開示せよ！」 セブン - イレブン加盟店の訴えは当然―最高裁が指摘
した「フランチャイズ」の問題点」において、永沢弁護士は、仕入れ値情報を開示しない
本部の態度を問題視されている。<http://diamond.jp/articles/-/6847> accessed on May 3rd 2018.
21　ビジネスリサーチ・ジャパン「コンビニを影で支える、弁当製造会社の経営実態 弁当代
に占める原価、経費、利益の割合は？」<https://moneyzine.jp/article/detail/202069> accessed 
on May 3rd 2018.
　　小石川シンイチ「セブン - イレブン加盟店の仕入価格に仰天…「ピンハネ」裁判とは」
































23　JFA コンビニ統計調査月報2018年２月 <http://www.jfa-fc.or.jp/particle/320.html> accessed 




































































































　<https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20180414-00007720-bengocom-soci> accessed on May 3rd 
2018.
　　その他、中日新聞2018年４月17日朝刊31面に当日の様子が記載されている。<http://























































































































































































recycle/syoku_loss/161227_4.html> accessed on May 3rd 2018.
41　国連世界食料計画2015年次報告書 <http://ja.wfp.org/content/2015_ann_rep_japanese> 
accessed on May 3rd 2018.
42　農林水産省「米の生産上位について」<http://www.maff.go.jp/j/kids/crops/rice/farm.html> 





































environmental_initiatives.html> accessed on May 3rd 2018.
─ 44 ─
でもある。「賞味期限の切れたおにぎりを足で踏みつける」ことが抵抗なくで
きる人は少ないはずである。ましてや、もしこれを勧められたら、その勧めた
人のことをどのように思うであろうか。多くの人は、その人に対して嫌悪感を
持つだろう。食べ物を大切にするということは、多くの人が当り前のように持っ
ている道徳観だからである。したがって、コンビニ本部が廃棄を助長する制度
を促進したとしても、いずれ消費者から見放される日が来るのではないだろう
か。そして、日本語には、「もったいない」という言葉がある。モノを大切に
する日本人の心を表した言葉である。「食べ物を大切にすること」そして「もっ
たいない」を知っている日本の消費者は、食品の大量廃棄を望んではないない
はずである。日本の消費者は、「食べ物を大切にする」「もったいない」の無い
コンビニを望んでいるはずである。
